
 当センターの事業報告 

第47回食品産業優良企業等表彰式及び 

第38回優良ふるさと食品中央コンクール表彰式の 

開催について 

 

  去る３月2日、如水会館において「第47回食品産業優良企業等表彰」並びに「第38回優

良ふるさと食品中央コンクール」の表彰式を開催しました。当日は、30社 名） の受賞者の

他、都道府県や食産協、関係団体の方など90）を超える方が来場されました。表彰式では、

農林水産省大臣官房 新事業・食品産業部の河南総括審議官から、農林水産大臣賞、農林水

産省官房長賞受賞者に表彰状を授与されました。次に食品産業センター会長賞受賞者に堀

切会長から表彰状を授与されました。その後、片岡一橋大学）誉教授 ・増 日本女子大学）

誉教授の両審査委員長から審査経過をご説明いただき、西山製麺株式会社の西山代表取締

役社長のすばらしい謝辞をいただきました。最後に皆で記念撮影をし、祝賀会で受賞の喜び

を分かち合いました。受賞されたみなさまの地元や業界の報道機関も多数取材のため来場

されておりました。 

なお、食品産業センターのホームページに表彰事業並びに受賞者・受賞製品の概要を掲載し

ております。下記のQRコードからアクセスできます。 

今年も「第48回食品産業優良企業等表彰」並びに「第39回優良ふるさと食品中央コンクー

ル」の開催致します、7月上旬から応募受付の予定ですので、ご関心ある方は奮ってご応募

ください。 

 

優良企業等表彰受賞概要        ふるさと食品中央コンクール受賞概要 

             

 



 

第 47回食品産業優良企業等表彰式 

 

第 38回優良ふるさと食品中央コンクール表彰式 



業種（種類） 所在地 業種（種類） 所在地 業種（種類） 所在地

【 食品産業部門 】

<農商工連携推進タイプ> 5 1 中田食品株式会社
梅干し、梅酒、梅加工食品の
製造・販売

和歌山県 1 高橋　千佳
飲食店（レストランカフェ運
営・スイーツ製造販売）

千葉県

2 株式会社播磨灘 水産製品製造業 兵庫県

3 大山乳業農業協同組合

品製造業（牛乳、乳製品の製
造及び販売）、
酪農家（生産者）への営農指
導及び飼料等の供給

鳥取県

4 有限会社田中醤油店 食品製造業 大分県

<経営革新タイプ>
①経営の近代化及び合理化、生
産性向上

2 1 西山製麵株式会社 食品製造業（めん類製造） 北海道 1 中島　修治
食肉・食肉製品等の製造・加
工・販売業

広島県

②食品の製造・加工に関する新
技術の開発

1 2 築野食品工業株式会社

米ぬか高度有効利用の企画、
研究開発
こめ油の製造、販売、研究開
発

和歌山県

③栄養・健康に配慮した食品

【 食品流通部門 】

①食品卸売業の発展と食品の流
通の合理化

2 1 佐藤　龍悦 青果卸売業 宮城県

2 太田　雅明
食品小売店のボランタリー
チェーンを組織する協同組合
連合会

新潟県

②食品小売業の発展と食品の流
通の合理化

1 1 霞ヶ関キャピタル株式会社物流事業 東京都

【団体部門】

1 1 愛媛県酒造協同組合 愛媛県

【 マイスター部門 】

1 1
大門　満
（だいもん　みつる）

水産練製品製造業（主に蒲鉾
製造）

富山県

合　　　　計 13 11 2 0

農林水産大臣賞受賞者 農林水産省大臣官房長賞受賞者

　名称　（　氏名　） 　名称　（　氏名　）

 第４７回食品産業優良企業等表彰事業　受賞者一覧

（一財）食品産業センター会長賞受賞者

　名称　（　氏名　）
部門

件
数



第38回優良ふるさと食品中央コンクール受賞出品財・製造者名一覧
受賞名 出品財名 製造者名 受賞名 出品財名 製造者名

農林水産大臣賞
（新技術開発部門）

河北潟A2牧場牛乳 株式会社ホリ乳業 飲むりんごジュレ 株式会社エイ・ワンド

農林水産大臣賞

（新製品開発部門）
琵琶湖のあゆとトマトのオイル煮 魚富商店

京都産有機赤しそシロップ・

京都産有機いちごシロップ
新食工業株式会社

農林水産大臣賞
（国産農林産品利用部門）

讃岐もち麦うどん 石丸製麺株式会社 しまね神紅エール
高津川リバービア株式会

社

農林水産大臣賞
（国産畜水産品利用部門）

長野県産豚肉使用熟成ホワイトロース８００ｇ 信州ハム株式会社 神の白糸　神そうめん 有限会社　井上製麺

手綯いの稲庭うどん 漆黒 【SHIKKOKU】 株式会社稲庭吟祥堂本舗 カボチャの雪んこプリン カドウフーズ株式会社

食べるりんご酢玉ねぎだれ 有限会社壽屋漬物道場 金蜜芋のやきいも（不揃い品）
株式会社さつまいもの石

田農園

UOGASHI流チーズケーキ 有限会社中村海産 有機ピクルス　ほんとうの有機野菜たち 株式会社ミオケン

黄金だしひっつみ 株式会社よんりん舎
（一財）食品産業センター

会長賞

（国産畜水産品利用部門）

河内鴨　大阪鴨すき　缶詰 有限会社　ツムラ本店

クラフト黒枝豆ひかり姫（冷凍食品） 株式会社　元源

シャインマスカットレーズンバターサンド 株式会社　石井フルーツ

越前がに丸ごと贅沢蟹パスタソース 株式会社福丸ふれっしゅ

金目鯛ごはんの素 有限会社渡辺水産

ごはんに合う蜂蜜のおみそ
有限会社愛光園

Happiness-bee

農林水産省大臣官房長賞

（国産農林産品利用部門）

農林水産省大臣官房長賞

（国産畜水産品利用部門）

農林水産省大臣官房長賞

（新製品開発部門）

（一財）食品産業センター

会長賞

（新製品開発部門）

（一財）食品産業センター

会長賞

（国産農林産品利用部門）



１．第４７回食品産業優良企業等表彰概要 
 

１－１．趣旨 

本表彰は、昭和５４年（1979年）、食品産業の発展と国民食生活の向上に寄与するこ

とを目的に始まり、以来、食品製造業及び食品流通業において、顕著な功績をあげた

企業、団体、個人及び高度の技術・技能の保持者を広く顕彰する。 

     

１－２．実施 

   主催：一般財団法人 食品産業センター、公益財団法人 食品等持続的供給推進機構 

後援：農林水産省 

 

１－３．表彰部門及び表彰点数 

（１）表彰部門 

[1] 食品産業部門 

＜農商工連携推進タイプ＞ 

地域の農林水産物の生産者との連携等による功績 

＜経営革新タイプ＞ 

経営の近代化、新技術・新製品開発、栄養・健康に配慮した食品の開発・普及

等による功績 

    [2] 食品流通部門 

食品卸売業・小売業の発展と食品の流通の合理化等による功績 

    [3] ＣＳＲ部門 

     食品製造業の CSRの推進等による功績 

    [4] 環境部門 

＜食品リサイクル推進タイプ＞ 

食品循環資源の再生利用の促進等による功績 

＜容器包装リサイクル推進タイプ＞ 

容器包装の排出抑制、再使用及び再生使用等の功績 

＜省エネ等環境対策推進タイプ＞ 

省エネ・省力化技術の推進又は環境の保全等による功績 

    [5] 団体部門 

      団体運営が特に優秀なもの、し界の発展等への功績 

 [6] マイスター部門 

        食品の製造・加工等において高度の技術・技能を有する者 

 

 （２）表彰点数（受賞予定企業・団体等については、別紙参照） 

表 彰 部 門 農林水産大臣賞 
農林水産省 

大臣官房長賞 

食品産業 

センター会長賞 
  計 

食品産業部門 ６ ２  ８ 

食品流通部門 ３ - - ３ 

団 体 部 門 １ - - １ 

マイスター部門 １ - - １ 

計 １１ ２ ０ １３ 

(注) 令和７年１２月１７日開催の審査委員会（委員長 片岡 寛 一橋大学名誉教授）

の審査を経て、決定したものである。 



２．第３８回優良ふるさと食品中央コンクール概要 
 

２－１．趣旨 

全国各地で生産されている地域色豊かな「ふるさと食品」の中で、製造・加工に関す

る新技術等による品質の向上及び地域で生産される農林水産物の加工利用の面で特に

優れた成果をあげた食品に対して、農林水産大臣賞、農林水産省大臣官房長賞及び一般

財団法人食品産業センター会長賞を授与する。 

 

２－２．実施 

   主催：一般財団法人 食品産業センター 

   後援：農林水産省 

 

２－３．表彰部門及び表彰点数 

（１）表彰部門 

[1] 新技術開発部門  

ふるさと食品の製造・加工に関する新技術の開発又は実用化を行ったもの  

[2] 新製品開発部門  

ふるさと食品について新製品の開発を行い製造・加工を行ったもの 

[3] 国産農林産品利用部門  

ふるさと食品の製造・加工を通じて、農産物や林産物の原料調達等で地域の発

展・活性化に功績のあったもの  

[4] 国産畜水産品利用部門  

ふるさと食品の製造・加工を通じて、畜産物や水産物の原料調達等で地域の発

展・活性化に功績のあったもの 

 

 

 

（２）表彰点数（受賞予定出品財等については、別紙参照） 

 

表 彰 部 門 
新技術開発 

部門 

新製品開発 

部門 

国産農林産品 

利用部門 

国産畜水産品 

利用部門 
計 

農林水産大臣賞 １ １ １ １ ４ 

農林水産省 

大臣官房長賞 
― ３ ３ ３ ９ 

食品産業センター 

会長賞 
― ４ ３ １ ８ 

計 １ ８ ７ ５ ２１ 

 

(注) 令和７年１１月１３日開催の審査委員会（委員長 髙増雅子 日本女子大学名誉

教授）の審査を経て、決定したものである。 

 

 

http://www.maff.go.jp/www/press/cont2/20060203press_2b.pdf

